
令和７年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標

鳴門市瀬戸中学校 校長 学力向上推進員

「学力向上実行プラン」

【小中連携における共通の取組】 【各校の取組状況の把握について】

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力の向上を推進

（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

○教材の提示の工夫や学び方の指導を通し基礎学力の定着を図る。
○個に応じた指導を充実徹底し、授業規律の定着を含む、自ら学ぶ態度を育
てる授業を実践する。
○学力の確実な定着に向けICT環境を活用し、「個別最適な学び」と「協働的な
学び」を充実させる。
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児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

幼小中の11年間を通して、系統的・継続的な学習指導を行い、「学びのプラン」「すくすく瀬戸っ子成長の記録」を実践する。

○単元テストの実施で、自己の課題や
問題を発見することができる。
○AIドリル（キュビナ）を活用し、各教科
において、間違えた問題のくり返し学習
を行うことができる。
●家庭学習が不十分である
●基礎基本が定着できていない。

・学習目的の理解と基礎基本の定着を
図り、一人一人の生徒に確かな学力を
つける。
・自ら意欲的に学び、確かな学力を身に
付ける。

・タブレット端末の持ち帰りを含め、家庭
学習の在り方を検討し、個別最適な学
びを推進する。
・各教科でノートの取り方を明示するな
ど、自己の課題解決に向けて、基礎基
本の定着が図れるように授業内容の工
夫・改善を検討する。
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管理職による授業参観や教員からの報告等、様々な機会を捉え、取組状況の把握を行う。

○「群青」への記入を通して、自己目標
の達成に向けて取り組める生徒が現れ
た。
●一方で、思うように記入できず、行動
に写せていない生徒も見受けられた。
○放課後や休み時間に互いに教え合っ
たり、先生に質問している生徒の姿が
みられた。
●家庭学習が不十分である。

・学びへの意欲を持ち、自ら進んで学習
する。
・自分の学習の状況を振り返り、家庭学
習の時間を確保し、主体的に学習に取
り組むことができる。

・諦めさせない学習指導の追究
・「群青」の目標を再確認し自己実現に
向けて取り組むことができるようにする。
・めあて、比較、対応、振り返り等、学習
内容を可視化し、生徒が次の学習への
意欲を持つような板書の工夫をする。
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○朝の読書や視写を通して、読む・書
く・考える等の内容をまとめる力がつい
てきた。
○他者へのプレゼンを行うなど表現力
の向上がみられた。
●感想等、自分の考えをまとめ伝えるこ
とを苦手と感じている生徒が多い。

・常に課題追究の意識をもって学習に
取り組むことができる。
・話し合い活動やグループ活動を通し
て、自分の考えをより深めたり、他者の
意見を参考に思考を広げ、自己有用感
を高めつつ、課題解決に向けて考察で
きる。

・ホワイトボードやICT機器等の活用に
より、自分の考えを深め、伝える活動を
増やす。
・「思考ツール」を取り入れた学習内容
の充実を図り、協働的で深い学びを実
施し、互いに課題解決に向けて取り組
めるようにする。


